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７月１日の例会報告 

2025～2026年度 スタート  

会長引継ぎ・バッジ交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

池木啓仁前会長から山田博会長へ 

 

副会長引継ぎ・バッジ交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中井謙之前副会長から安田志郎副会長へ 

 

幹事引継ぎ・バッジ交換 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸野正徳前幹事から木原常裕幹事へ 

 

会 長 の 時 間 
 今日はお弁当の味が分からなくなるほど、緊張で
いっぱいになりました。一年間頑張りますので、皆様
ご協力の程よろしくお願い申し上げます。会長スピ
ーチにつきましても、できるだけ皆さんのお役に立
つような、そして楽しいお話をさせていただきたいと
思います。 
 
幹 事 報 告 
◎第１回定例理事会のご報告 
１．２０２５－２６年度収支予算（案）承認の件  承認 
２．２０２５－２６年度前期会費（案）徴収の件  承認 
３．職業分類表の件  承認 
４．長寿お祝いの件  承認 
５．座席配置の変更について  承認 
６．ホームページのリニューアルについて  承認 
７．バナー作成について  承認 
８．新入会員の件  承認 
９．事務局からのメール案内を承諾者のみメールで
送る件  承認 
１０．事務局員に関しての退職金積立ての件  承認 
◎ＲＩ会長交代の関係でクラブ概況報告書がまだで
きておりません。そこで、日程表、予算書を本日ポス
ティングさせていただきました。 
◎ロータリー手帳の数にまだ余裕がありますので、
ご所望の方は、事務局までお申し出ください。 
 
 

   
    
委 員 長 活 動 方 針 報 告 （１） 

       

本日の例会 (７月８日) 
 

  
 
  委 員 長 活 動 方 針 報 告 （２） 
 

       

 
次回の例会 (７月１５日) 
 

 別の店に行きますと、全部化繊のものなら６万円で
すと言われました。ただ、端から見てもテカテカで、
幾らなんでも一人だけこれではと思い、化繊ではあ
りますが、シルクのように見える１２万円の衣装を購
入することになりました。それでも高い買い物なので
すが、先に大丸で高いものを見ていただけに、いい
買い物をしたような気がいたしました。 
 これが入会当初の楽しい思い出話でございます。
こういった経験は他ではなかなかできません。ただ、
私も物覚えが悪くなってまいりましたので、他の会員
の方にお声がけしているのですが、「能はＮＯ」とい
う感じでお断りされております。 
 私はこんなふうにすぐに脱線してしまうほうですが、
山田博会長におかれましては、頑張って改革をされ
るというご方針ですので、私も協力をしながら楽しい
会にしていきたいと思います。 
 一年間どうぞよろしくお願いいたします。 
 
                木原常裕幹事 

  これから一年間、本当によろ
しくお願いいたします。一昨年
の１０月に山田博会長が選出さ
れました。それから２週間ぐらい
たった頃、お電話をいただきま
して、幹事のお話をいただきま
した。口説き文句としては、「こ

の年は周年事業も何もない年やで。こんな楽な年な
いで。この年を外したらしんどいで」というものでした。
そこで、「はい、喜んで」と受けさせていただきました。
ところがどっこい、日がたつうちに、６５周年の年だと
いうことが判明いたしました。そして、会長幹事会に
つきましても、奈良県下と奈良第２グループのどちら
も大和高田ＲＣが世話役をさせていただくことになり
ました。さらに、３年に一回の定款の変更の年という
ことで、盛りだくさんの当たり年となってしまいました。 
 先ほどの会長のお話にございましたように、彰往
考来、つまり過去を明らかにして未来を考えるという
のが今年度の目標となります。私どもの年は一旦ち
ょっと立ち止まって考えようやないかとおっしゃって
います。それもおもしろいなと思って、少しばかり、
見直し、変更を何点かさせていただこうと考えており
ます。 
 それでは、主な変更点について述べさせていただ
きます。この変更点というのは、私どもがぱっと思い
ついて申し上げるのではなく、会員の皆様方といろ
いろなお話の中で承ったものを具体化したお話にな
ります。 
 変更点のまず１つ目は、今年はクラブ内の声を聞
くために、例年のクラブフォーラムに追加して、１回
ないし２回、私ども大和高田ＲＣのいい点、悪い点、 
 
 
 
 
 

どういう方向が好ましいかという意見交換をする場を
作れるような例会をプログラム委員長のほうに依頼し
ております。 
 次に、先ほどの安田副会長のお話にも出てきまし
たが、座席にガラパゴス諸島のような離れ小島を作
らないように工夫させていただきました。本当は皆さ
んになるべく前に来ていただきたいのですけれども、
全体に少しでも前に来ていただけるように配置させ
ていただきました。その中で、席札につきましては、
お弁当の数がちょうどぎりぎりぐらいですので、必ず
出席していただく方の分だけお願いしたいと思って
おります。 
 ３つ目は、米山奨学会の寄附についてでございま
す。予算を見ていただきますと、今年度につきまして
は、先だって行ったアンケート結果を元に、５０００円
だけ徴収させていただくことにしております。 
 次に、会員選考委員会は髙木委員長にお願いす
ることにいたしました。今まででしたら、会員選考委
員長は大体重鎮の方になっていただいておりました
が、気楽な雰囲気で新入会員を迎えていただく場を
作れたらなということでお願いしております。 
 そして、職業分類委員会につきましては、甲村委
員長にお願いしております。地区からは、危機管理
について取り組むよう言われております。いろんな
事件があったときの対応や啓蒙について活動をお
願いしております。 
 会報・資料委員会の酒本良司委員長には、週報
の内製化をお願いしております。予算のところにも
書かせていただきましたが、余分に予算を取らせて
いただき、ＩＴを使って内製化していただく方向で検
討をお願いしております。そのために、委員会メン
バーも手厚く優秀な方々に入っていただきました。
どうぞよろしくお願いいたします。 
 雑誌・ＩＴ委員会の吉岡寛人委員長には、ホームペ
ージのリニューアルをお願いいたしました。今までの
ホームページは見ていても、なかなかインパクトがな
く、また個人情報への配慮も十分ではございません
でしたので、改定すべきところを改定するため、７月
１日から１～２か月の間、ホームページをクローズさ
せていただくことになりました。より良いホームペー
ジを作ってもらう方向でお願いしております。 
 あとは何と言っても６５周年の事業です。先ほど山
田博会長がおっしゃったように、親睦委員会には懇
親会、出席委員会には物故例会をお願いしており
ます。こちらは移動例会を検討しております。 
 皆様には本当にご無理ばかりお願いすることとな
ると思います。各委員長様はじめ、会員皆様のご協
力が本当に必要となってまいります。ご協力、ご指
導の程どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 
 
 
 
 
 

 
出席報告 
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総数 

出席 
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会員数 

義務 
会員 
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義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 
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免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
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出席率 

７月１日 87 54 49 5 1 32 27 0 95.06％ 
６月24日 87 55 49 6 2 32 26 0 95.06％ 
６月17日 87 55 49 6 2 32 24 1 95.06％ 

 



誕 生 日 祝 
�    脩会員(7月 3日)丸野正徳会員(7月 3日) 

創 業 記 念 日 祝 
木原常裕会員(7月 1日)中堀克己会員(7月 1日) 

安田志郎会員(7月 1日)吉井英一郎会員(7月 1日) 

涌田義昭会員(7月 1日)伊森隆敏会員(7月 4日) 

中川和久会員(7月 7日) 

地区委員委嘱状 
地区会員増強・拡大委員会委員 鈴木勝士会員 
地区職業奉仕委員会副委員長  村島靖基会員 
地区ロータリー財団委員会委員  喜夛輝昌会員 
地区ローターアクト委員会委員 
 岡本高昌ＲＡＣ会員 
地区学友委員会委員  岡本高昌ＲＡＣ会員 
大和高田市委嘱状 
大和高田市緑化推進協議会委員 木下庄司会員 
委員会報告及びその他報告 
〇プログラム委員会  清水良彦委員長 
 各委員長様には、来週・再来週にかけて委員会の
方針報告をお願いいたします。７月８日（火）は会員
増強、会員選考、職業分類、ロータリー情報、公共
イメージ、会報・資料、雑誌・ＩＴ、会計の各委員会で
す。 
〇会計  吉井英一郎会計 
 前期分会費につきまして、理事会にてご承認いた
だきましたので、７月２２日までに振込をよろしくお願
いいたします。振込用紙が必要な方は事務局まで
お申し出ください。２０２５－２６年度収支予算書のご
確認をよろしくお願いいたします。 
ニ コ ニ コ 箱 
・本年一年間、皆様のご協力を切にお願い申し上げ
ます。 山田  博会員 
・慣れない副会長ですが、一年間よろしくお願いし
ます。 安田志郎会員 
・皆様、これから一年間、いろいろとお世話をおかけ
します。よろしくお願いします。 木原常裕会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事の就任を祝して。
頑張ってください。 中井隆男会員 
・山田丸の輝かしい未来への出航を祝して。皆さん、
暑さに気をつけましょう。 杦村喜芳会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事の就任を祝して。 
 村島靖一郎会員 岡本𠮷行会員 𠮷村元嗣会員 
 竹村惠史会員 甲村侑男会員 吉田  暁会員 
 寺田俊彦会員 船木克容会員 川中光教会員 
  𠮷村定義会員 中堀克己会員 鈴木勝士会員 
 黒松  健会員 村井善治会員 脇本𠮷清会員 
 池木啓仁会員 吉村忠雄会員 東辻英郎会員 
  林田光治会員 植野昭三会員 山田幸雄会員 
 下村敏博会員 池田定嗣会員 山下精久会員 
 佐藤佳雄会員 堀川巳清会員 村野淳二会員  
 河村憲一会員 喜夛輝昌会員 高橋正典会員 
  廣橋健次郎会員 𠮷川利幸会員 木下庄司会員 
 吉井英一郎会員 牧浦  徹会員 西田陽昭会員 
 清水良彦会員 川村英亮会員 吉岡弘修会員 
  白井健雄会員 𠮷川雅章会員 垣本喜己会員 
 林  輝一会員 杉村喜之会員 村島靖基会員 

 俵本和実会員 松村實昭会員 志賀正博会員 
  川中教正会員 
・一年間よろしくお願いします。 
 中井謙之会員 山本忠行会員 杉垣輝樹会員 
 酒本良司会員 堀内邦郎会員 當麻泰己会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事、お役目ご苦労
さまです。 枡岡  進会員 
・異常気象ですが、新しい年度、皆様頑張ってくだ
さい。 世古千代子会員 
・山田執行部スタート、頑張ってください。 
 田中康正会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事の就任を祝して。
お誕生日祝のお礼。 �  脩会員 
・山田丸の出航を祝して。 吉田泰清会員 
・山田丸の出航を祝して！ スタッフの皆さんの良い
船出をお祝い申し上げます。！  樫根正起会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事のご就任を祝し
て。 吉岡寛人会員 
・社員の子どもが生まれました。 一ノ坪英二会員 
 
会長・副会長・幹事就任挨拶 
                山田  博会長 

  本年一年間、よろしくお願い
いたします。最初にお伝えいた
しますのは、今年度予定されて
いたＲＩ会長が６月初めに辞任
されたことについてです。本日
お配りいたしましたガバナー月
信の３枚目をご覧ください。こち

らが新しくＲＩ会長になられます、フランチェスコ・アレ
ッツォさんです。国際ロータリーが掲げますスローガ
ンにつきましては、前会長のスローガンである「よい
ことのために手を取りあおう」を採用するという連絡
がございました。 
 ここからは、まず本日お配りいたしました、私の「会
長のことば」を読み上げながら、本年度の方針につ
いてお話しさせていただきます。 
 「歴史と伝統ある大和高田ロータリークラブ第６６代
会長を拝命し、責任の重さを痛感しております。クラ
ブ諸先輩の築き上げられた伝統を汚すことのなきよ
う、微力でありますが努めさせて頂きます」。 
 続いてそこには、２０２５－２６国際ロータリー会長と
して、辞任なさった会長の名が記されていますが、
概況報告書もフランチェスコ・アレッツォ氏に訂正し、
お配りさせていただきます。 
 「フランチェスコ・アレッツォ氏は、『ロータリー会員』
は地球上で最も有能なボランティアのチームですと
述べられ、その上で『よいことのために手を取りあお
う』とメッセージされています」。こちらを踏まえまして
今年度は活動していこうと考えております。 
 「これを受けて小崎学第２６５０地区ガバナーは、
『未来へつなぐ』とクラブの将来を見据え、『革新こそ
が、変化をする世界に私たちが適応する手段です。
若い新入会員を迎えるだけではなく、すべての会員
の方々に参加していただかなければなりません。』と
述べられています」。 
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・山田会長、安田副会長、木原幹事、お役目ご苦労
さまです。 枡岡  進会員 
・異常気象ですが、新しい年度、皆様頑張ってくだ
さい。 世古千代子会員 
・山田執行部スタート、頑張ってください。 
 田中康正会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事の就任を祝して。
お誕生日祝のお礼。 �  脩会員 
・山田丸の出航を祝して。 吉田泰清会員 
・山田丸の出航を祝して！ スタッフの皆さんの良い
船出をお祝い申し上げます。！  樫根正起会員 
・山田会長、安田副会長、木原幹事のご就任を祝し
て。 吉岡寛人会員 
・社員の子どもが生まれました。 一ノ坪英二会員 
 
会長・副会長・幹事就任挨拶 
                山田  博会長 

  本年一年間、よろしくお願い
いたします。最初にお伝えいた
しますのは、今年度予定されて
いたＲＩ会長が６月初めに辞任
されたことについてです。本日
お配りいたしましたガバナー月
信の３枚目をご覧ください。こち

らが新しくＲＩ会長になられます、フランチェスコ・アレ
ッツォさんです。国際ロータリーが掲げますスローガ
ンにつきましては、前会長のスローガンである「よい
ことのために手を取りあおう」を採用するという連絡
がございました。 
 ここからは、まず本日お配りいたしました、私の「会
長のことば」を読み上げながら、本年度の方針につ
いてお話しさせていただきます。 
 「歴史と伝統ある大和高田ロータリークラブ第６６代
会長を拝命し、責任の重さを痛感しております。クラ
ブ諸先輩の築き上げられた伝統を汚すことのなきよ
う、微力でありますが努めさせて頂きます」。 
 続いてそこには、２０２５－２６国際ロータリー会長と
して、辞任なさった会長の名が記されていますが、
概況報告書もフランチェスコ・アレッツォ氏に訂正し、
お配りさせていただきます。 
 「フランチェスコ・アレッツォ氏は、『ロータリー会員』
は地球上で最も有能なボランティアのチームですと
述べられ、その上で『よいことのために手を取りあお
う』とメッセージされています」。こちらを踏まえまして
今年度は活動していこうと考えております。 
 「これを受けて小崎学第２６５０地区ガバナーは、
『未来へつなぐ』とクラブの将来を見据え、『革新こそ
が、変化をする世界に私たちが適応する手段です。
若い新入会員を迎えるだけではなく、すべての会員
の方々に参加していただかなければなりません。』と
述べられています」。 

 

 これを注釈しますと、私どものクラブにも委員会が
あり、委員長を中心に活動されておられますけれど
も、その中でもうちょっと委員会活動を活発にお願
いして、会員全員にそれぞれご参加いただくというこ
とを述べられているのだと思います。 
 「そこで、本年６５周年を迎える我が大和高田ロー
タリークラブの目標として、彰往考来（しょうおうこうら
い：「過去をあきらかにして、未来を考える」）」という
ことを私のテーマにさせていただいております」。こ
れはたしか水戸黄門も大好きな言葉ではなかった
かなと思います。 
 「大和高田ロータリークラブを未来につなげて行き
たいと思っております。いつの時代でも変わらないも
のと、時代に応じて変えなければならないものとがあ
ります。我々の奉仕活動も、同様に展開していかな
ければなりません。そのためには、クラブ内の会員
相互の親睦と友情をさらに深め、新しい会員の増強
を図り、我がクラブが目標に向かって行動する必要
があります。あわせて楽しい例会、楽しいクラブをめ
ざし運営に努めてまいります。さらなる誇り高き大和
高田ロータリークラブを目標に一年間頑張りたいと
思いますので、会員の皆様のご参加ご協力をよろし
くお願いいたします」ということでございます。 
 実施項目としては、まず「６５周年記念事業を全会
員参加のもと、成功させましょう」としました。こちらで
すが、６５周年という節目ではございますけれども、
対外的には７０周年を控えておりますので、今回は
内々にということにいたします。 
 続きまして、「未来のため、地域の活性化をはかり
ます」、「未来のための組織作りに取り組み、新しい
会員の増強を図ります」ということを、私の会長の所
信とさせていただきたいと思います。 
 地区からもいろいろ話をお聞きしております。ピー
ク時には世界中で１１３万人もの会員がおられました
が、現在は既に１００万人を切っているのが現状で
す。ですから、ＲＩの会長、地区のガバナーもおっし
ゃるように、我々の将来のためには、会員増強を第
一にしなければならないということになります。若い
会員の方の獲得を再重点でお願いしたいと思いま
す。 
 それと、先ほど６５周年の周年事業について発表さ
せていただきましたけれども、対外事業そのものに
ついては、もちろん大きく実施したいと思います。そ
れに加えて、物故会員の慰霊についても考えさせて
いただいております。あと、記念誌の発行につきまし
ても、それぞれ関係各委員会にお願いいたします。 
 ４番目として、大懇親会、家族会を現在考えており
ます。例年ですと、家族会は１２月に実施しておりま
すが、３月の我々のクラブの誕生日にさせていただ
く予定です。 
 それぞれの事業については、今までですと特別委
員会とか準備委員会を作って行っておりましたが、
今年は全員参加の下に、どの委員会にもご協力を
お願いするかと思います。その際にはぜひご協力の
程お願い申し上げます。 
 どうか一年間よろしくお願いいたします。 

               安田志郎副会長 
  コロナ禍のときは、私は医師
ですので、二、三年、こちらの
ほうに来ることが少なくなり、休
会状態になっておりました。そ
の後、例会に出席するようにな
りましたけれども、緩む気持ち
が残ってしまい、緩いロータリ

ーライフを続けさせていただいておりました。座席も
少し離れたガラパゴス諸島のようなところにおりまし
たが、本日、急に前に参りまして、こんなに緊張する
のかなというぐらい緊張しております。数日前には医
師会の会合に出ましたけれども、何の緊張もござい
ませんでした。今日は、ロータリーってこんなに緊張
するんだなと思っております。そしてまた、この緊張
というのがすごくいいなと感じております。そこで私
は、ロータリークラブに入ったときのことを思い出しま
した。 
 振り返りますと、私はあまりこちらに地縁・血縁のな
じみがない状態で、枡岡先生にご紹介いただき入
会いたしました。どういうふうに皆さんとお話ししてい
いか分からない状態のとき、社会奉仕委員会の活
動において、岡本先生が子どもたちに能を教えてお
られるのを拝見いたしました。その演目は役行者に
関わる物語でした。私は非常に興味があったので、
岡本先生にご質問いたしますと、専立寺へ来るよう
にお誘いをいただきました。 
 これを機に、山本先生から能を教えていただくよう
になりました。これはロータリーに入ったからこそ初
めてできた経験でした。大きい声を出すのが楽しく
て練習に通っておりました。 
 すると、岡本先生から催し物があるので、出てみな
さいと言われました。とてもじゃないですが、出られ
るわけもございません。ただ、みんなの中での一人
で、口パクでも分からないということでしたので、何
事も経験とお引き受けいたしました。 
 しかし、演目を見ますと、私はソロで出るということ
になっていまして、「できません」と言いますと、「わし
が家でちゃんと特訓してやるから」と言われて、岡本
先生の家で能の特訓をしていただきました。でも、そ
んな１回、２回特訓したからといって、できるわけがあ
りません。やめたいなと思う気持ちもありましたが、せ
っかく特訓までしていただいたので、恥をかくのを承
知で出させていただくことになりました。 
 岡本先生から、「袴は持っているやろう」と言われま
したが、袴なんか家にありません。ただ、「そう言えば、
剣道の袴ならあったな」と言いましたら、剣道の袴で
いいから出ろと言われました。本当に剣道の袴で出
ていいのかなと嫁に言いましたら、何あほなことを言
うているんだと怒られました。 
 そこで、大丸百貨店まで袴を買いに行きますと、袴
だけで５０万円、着物が３５０万円、仕立てに５０万円、
さらに帯も含めますと、全部で５００万円にもなると言
われました。その場は、ちょっと考えさせてもらいま
すと言って店を後にしました。 

 



 別の店に行きますと、全部化繊のものなら６万円で
すと言われました。ただ、端から見てもテカテカで、
幾らなんでも一人だけこれではと思い、化繊ではあ
りますが、シルクのように見える１２万円の衣装を購
入することになりました。それでも高い買い物なので
すが、先に大丸で高いものを見ていただけに、いい
買い物をしたような気がいたしました。 
 これが入会当初の楽しい思い出話でございます。
こういった経験は他ではなかなかできません。ただ、
私も物覚えが悪くなってまいりましたので、他の会員
の方にお声がけしているのですが、「能はＮＯ」とい
う感じでお断りされております。 
 私はこんなふうにすぐに脱線してしまうほうですが、
山田博会長におかれましては、頑張って改革をされ
るというご方針ですので、私も協力をしながら楽しい
会にしていきたいと思います。 
 一年間どうぞよろしくお願いいたします。 
 
                木原常裕幹事 

  これから一年間、本当によろ
しくお願いいたします。一昨年
の１０月に山田博会長が選出さ
れました。それから２週間ぐらい
たった頃、お電話をいただきま
して、幹事のお話をいただきま
した。口説き文句としては、「こ

の年は周年事業も何もない年やで。こんな楽な年な
いで。この年を外したらしんどいで」というものでした。
そこで、「はい、喜んで」と受けさせていただきました。
ところがどっこい、日がたつうちに、６５周年の年だと
いうことが判明いたしました。そして、会長幹事会に
つきましても、奈良県下と奈良第２グループのどちら
も大和高田ＲＣが世話役をさせていただくことになり
ました。さらに、３年に一回の定款の変更の年という
ことで、盛りだくさんの当たり年となってしまいました。 
 先ほどの会長のお話にございましたように、彰往
考来、つまり過去を明らかにして未来を考えるという
のが今年度の目標となります。私どもの年は一旦ち
ょっと立ち止まって考えようやないかとおっしゃって
います。それもおもしろいなと思って、少しばかり、
見直し、変更を何点かさせていただこうと考えており
ます。 
 それでは、主な変更点について述べさせていただ
きます。この変更点というのは、私どもがぱっと思い
ついて申し上げるのではなく、会員の皆様方といろ
いろなお話の中で承ったものを具体化したお話にな
ります。 
 変更点のまず１つ目は、今年はクラブ内の声を聞
くために、例年のクラブフォーラムに追加して、１回
ないし２回、私ども大和高田ＲＣのいい点、悪い点、 
 
 
 
 
 

どういう方向が好ましいかという意見交換をする場を
作れるような例会をプログラム委員長のほうに依頼し
ております。 
 次に、先ほどの安田副会長のお話にも出てきまし
たが、座席にガラパゴス諸島のような離れ小島を作
らないように工夫させていただきました。本当は皆さ
んになるべく前に来ていただきたいのですけれども、
全体に少しでも前に来ていただけるように配置させ
ていただきました。その中で、席札につきましては、
お弁当の数がちょうどぎりぎりぐらいですので、必ず
出席していただく方の分だけお願いしたいと思って
おります。 
 ３つ目は、米山奨学会の寄附についてでございま
す。予算を見ていただきますと、今年度につきまして
は、先だって行ったアンケート結果を元に、５０００円
だけ徴収させていただくことにしております。 
 次に、会員選考委員会は髙木委員長にお願いす
ることにいたしました。今まででしたら、会員選考委
員長は大体重鎮の方になっていただいておりました
が、気楽な雰囲気で新入会員を迎えていただく場を
作れたらなということでお願いしております。 
 そして、職業分類委員会につきましては、甲村委
員長にお願いしております。地区からは、危機管理
について取り組むよう言われております。いろんな
事件があったときの対応や啓蒙について活動をお
願いしております。 
 会報・資料委員会の酒本良司委員長には、週報
の内製化をお願いしております。予算のところにも
書かせていただきましたが、余分に予算を取らせて
いただき、ＩＴを使って内製化していただく方向で検
討をお願いしております。そのために、委員会メン
バーも手厚く優秀な方々に入っていただきました。
どうぞよろしくお願いいたします。 
 雑誌・ＩＴ委員会の吉岡寛人委員長には、ホームペ
ージのリニューアルをお願いいたしました。今までの
ホームページは見ていても、なかなかインパクトがな
く、また個人情報への配慮も十分ではございません
でしたので、改定すべきところを改定するため、７月
１日から１～２か月の間、ホームページをクローズさ
せていただくことになりました。より良いホームペー
ジを作ってもらう方向でお願いしております。 
 あとは何と言っても６５周年の事業です。先ほど山
田博会長がおっしゃったように、親睦委員会には懇
親会、出席委員会には物故例会をお願いしており
ます。こちらは移動例会を検討しております。 
 皆様には本当にご無理ばかりお願いすることとな
ると思います。各委員長様はじめ、会員皆様のご協
力が本当に必要となってまいります。ご協力、ご指
導の程どうぞよろしくお願いいたします。 
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出席率 

７月１日 87 54 49 5 1 32 27 0 95.06％ 
６月24日 87 55 49 6 2 32 26 0 95.06％ 
６月17日 87 55 49 6 2 32 24 1 95.06％ 

 


